
LCA（Life Cycle Assessment）とは
製品やサービスに対する環境影響評価の手法。

ライフサイクル全体（原料から製造、輸送、販売、使用、廃却、再利用まで）の各段階における環境負荷を
明らかにし、トータルでの環境影響を評価するもの。ISO（国際標準化機構）の国際規格の中で制定されている。

主な規格
・ISO14040（JISQ14040）：原則および枠組み
・ISO14041（JISQ14041）：目的及び調査範囲の設定並びにインベントリ分析
・ISO14042（JISQ14042）：ライフサイクル影響評価
・ISO14043（JISQ14043）：ライフサイクル解釈
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※あるプロセスだけで評価するのではなくライフサイクル全体で評価することが重要



ＬＣＡの評価対象領域
・都市部大気汚染
・有害化学物質
・地球温暖化
・耐酸性
・光化学オキシダント
・廃棄物

地球温暖化が
最も有名

※昔、マグネシウム鋳造で
使用していたSF6ガスは
CO2の約29000倍温暖化影響

出典：経済産業省2020カーボンニュートラル

各産業における取り組み事例

地球温暖化
対象物質は

CO2だけではない

※ウシやヒツジの
“ゲップ”はメタンガス
CO2の約25倍温暖化影響



各材質と代表的工法のLCA概要

（参考）各材料と工法によるCO2原単位概略

鋳鉄、アルミDC
LCAの観点で優位性あり！！
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鋳造分野におけるLCAについて
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●：鋳造分野



再生可能エネルギー
①太陽光発電
②風力発電
③中小水力発電
④地熱発電

鋳鉄 ⇒ 多くのスクラップを有効活用し、少ない電力効率よく生産
キュポラもCO2が多いコークスから、バイオマス活用によりCO2削減

アルミニウム ⇒ 電気分解による新塊使用率を低減し、戻し材、再生塊を有効活用。

マグネシウム ⇒ 再生エネルギー活用による新たな電気分解にて、環境にやさしい製造技術が進化

銅合金 ⇒ 鉛含有量を低減した、新しい銅合金材料の開発。採用拡大化。

将来に向けて 鋳造分野での重要項目

・再生可能エネルギーの活用
・廃棄物低減
・リサイクル推進

エネルギー使用時はカーボンニュートラルが理想

課題：プラント製造、維持管理など

※すべてを考慮し地球にやさしいエネルギーを選択

各材質の将来は？

https://jfs-tokai.jp/jfs/wp-content/themes/chuzo/sdgs/pdf/recycling_waste.pdf
https://jfs-tokai.jp/jfs/wp-content/themes/chuzo/sdgs/pdf/recycling_waste.pdf

